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精選 古典探究 古文編

教材一覧

▼「古典の扉」では、韻文・物語・
日記・随筆の４ジャンルについ
て、年代バーを活用した、文学史
の解説を新設しました。

▼安元の大火について書かれた、『方丈記』と
公家の日記である『百練抄』とを読み比べ、書
きぶりの違いを話し合います。入試での出題が
増えている、ノートにまとめる形式の課題です。

▼各単元末に「古文読解のために」を新設しました。古文読
解のために必要な文法・語句や読解の方略、作品の背景な
どを単元内の教材に即して簡潔に解説しています。バラエ
ティに富んだラインナップです。

入試を見据えた読解力を確実に高める安心の教材ラインナ　ップ
第一部では、定番の作品からなじみのある章段を採録
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